ジーニ統計学方法論の解析的展開について (統計数理研究所 研究活動 (平成４年度 研究報告会要旨)) by 田口 時夫 & Tokio Taguchi
82 統計数理 第41巻 第ユ号 ユ993
のように，外乱の相関関数〈μ（m，π）μ（v，W（才））〉と原確率微分方程式の補助過程
           a          一σ（左）＝〃（σ（広）），  σ（0）＝σ，          励
          町1）一｛舳1 w）一音仏（σ）
に関する知識から計算される．これに対し通常のFP方程式の拡散係数は単に相関関数の積分値
∫・l／μ（バ）μ（川1））／で与えられる．従って，簡約…方程琳補助過程を介して外乱の詳細
な情報を取り入れていると言えよう．
 4．不規則振動の例
 有争正規過程wで駆動される不規則振動
                a                －X＝γ                励
                a                一γ＝一αγ一ω2X＋π7                ac
                a                一η7＝一βη7＋σ〃（広）                肋
の場合，簡約GFP方程式は次の形をもつ：
岳・（川）一一如一音（一αゾが1）～（・）去舌出（・）（ル
                                   ∂ ∂この解は真の確率密度！（m，τ）に一致する．一方，通常のFP方程式を用いれば，一一∫の項が欠落                                   ∂κ抄
し，正しい確率密度が得られない．
 尚，正規過程に従わない外乱に対しては，2次のみならず高次の相関関数の情報を選択的に取り入れる
ことが必要とたる．そのためには未知関数M。（σ）を導入したうえで，展開〃＝M。十εM、十ε2M。十…を
行い，高次相関の情報をM；。に繰り込めばよい．
調査実験解析研究系
           ジー二統計学方法論の解析的展開について
                                  田 口 時 夫
 平均差に代表されるジー二統計学における代表値・散布度及び線形相関・回帰等に関する記述統計量
は，「外積モメント系」を設定する事によって，ピアソン統計学と同様に，統一的な表現体系を与える事
が出来る．その表現形式は一定の条件を加える事によって局所的た記述体系に制限する事も出来る．他
方上記の外積モメントを平均値μ。の倍数で除去した相対的外積モメントで置換するたらば，ジー二係
数やエンゲル弾力性係数に代表されるようた非線形記述システムを形成する事が出来る．以上の研究結
果は，TokioTaguchi，ACharacterizationofGini’sStatistics－OnaSystem ofVectorAna1ysis
ofDistributionに纏められた論文として，Roma大学統計学研究所機関誌Me伽。mに受理された．一方，
パレート型所得分布をその本質的特性に基づいて拡張した形式は，Tokio Taguchi，A Concentration
Ana1ysis of Income Distribution Mode1and Consumption Pattem－Introduction of Logarithmic
GammaDistribution andStatisticalAna1ysisofEnge1E1asticityに纏められた論文としてBo1ogna大
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学統計学部機関誌∫倣肋Cαに受理された．
 此の拡張された所得分布の特性量は，パレート係数や局所エンゲル弾力性係数の拡張形式を与えるも
のであり，ジブラ係数がジー二係数に標準形式の正規分布⑫（κ）の逆関数を適用して表現されるよう
に，相対的外積統計量にガンマ分布r（κ）やべ一夕分布3（κ）の逆関数によって表現される．この点に
おける共通性から，此等のパラメータ表現形式は今後rグレート統計量」として所得分布の各種特性量
の推測に活用されることが期待され，且つ展望出来る．
             D＆Dにおける画像データの扱い
                                  丸 山 直 昌
 D＆D（Data and DescriPtion）は統計データをリスト形式のテキストファイルによって記述する
データ記述文法である．これは慶応大学の渋谷政昭・柴田里程両氏によって提案され，共同研究のテー
マとなっているEJDA（統計データの電子ジャーナル）でもデータ言己述の標準方式として位置付けてい
る．D＆Dでは統計データを特定のコンピュータソフトウェアには依存したい形で表現し，人問も読む
ことができることを目標としているため，内容としてはテキストデータとして表現できるデータのみを
扱ってきた．ところがここ一・二年，画像データを扱うコンピュータのハードウェア及びソフトウェア
が急速に発展してきており，D＆D文法の面でも画像データの取扱いは避けて通ることができない問題
とたってきた．
 画像データは一般にデータ量が多く，またテキストデータとして表現することは適切ではないので，
D＆Dの文法にある外部データ宣言（extema1宣言）を用いてバイナリーデータとして扱う他はたい．
しかし画像データをバイナリーデータとして表現する方法は現在多くの方式が提案されていて，どれも
決定版とは言い難い．又D＆Dにおいて画像データを扱う場合，（1）データ本体の説明だとの必要上
データ記述の」部として画像データを取り入れる場合，（2）画像データそのものをデータ解析の対象と
して扱う場合，の2通りがあり得る．これらの問題点をふまえてD＆Dにおける画像データの取扱い方
法について現在研究中であり，関連ソフトウェアの設計と試作を行っている．
              調査と解析の一話題
                                  坂 元 慶 行
 たとえば回帰分析で多項式回帰モデルを用いたとすると，低次のモデルでデータの構造を表現しきれ
たい場合，不適切な次数の上昇は推定値の不安定を招いたりパラメトリック・モデルに特有のくせをデー
タに押しつけることにたり，望ましい結果は得られない．このようた場合，推定値が滑らかに変わると
いう条件の下で尤度を最大化することによってパラメタの推定値を決める方法が有効である．問題は滑
らかさのウェイトをどう決めるかであるが，赤池は，この問題をベイズ型モデルの事前分布のパラメタ，
いわ咳るハイパー・パラメタの選択の問題と見なして，周辺尤度最大化による決定法を提案した．これ
を基礎にした“ABIC最小化事後モード法”とでも称すべき推定法は多くの現実の問題に適用され，極
めて有用た解析結果を生み出してきた．
 ところで，“ABIC最小化事後モード法”は，通常，冒頭で述べたような状況，すなわち，パラメタθ
でデータκを規定するモデル！（κ1θ）の推定が問題であるが，推定法設計上の技法としてハイパー・パ
ラメタωをもつ事前分布π（θ1ω）を想定し，この事前分布を利用することによって∫（κ1θ）のよい推
定値を得ることをめざすという状況で用いられる．しかし，・・1・の定義式の第・項の尤度ル1
θ）π（θ1ω）aθは！（κ1ω）と書けるから，ABICは，パラメタωを最尤法で決めたときの！（κ1δ）のよ
